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台湾の中高生と国際交流を深める

　台南市の中学生・高校生15人と引
率の教師など総勢20人が、８月10日
（木）に井戸江峡交流拠点施設
「COMMON ＩＤＯＥ」で、本町の
中高生と対面し、交流を開始しました。
甲佐町国際交流協会会長の田上浩輝教
育長が歓迎のあいさつを述べ、本町を
代表して上妻士郎さん（岩下一区・甲
佐中３年）が「日本の歴史や文化を学
びながら、楽しい３日間にしましょ
う」とあいさつしました。
　参加者たちは、宿泊交流や川平キャ
ンプ場で染め物を体験し、やな場や甲
佐神社を見学。また、南阿蘇村でのそ
ば打ち体験、草千里、熊本城などで日
本の文化を学びつつ、生徒同士の交流
を深めました。

　８月10日（木）～13日（日）台湾台南市の中高生が国際交流で本町を訪れました。
　自然や文化など、生活習慣の違う環境の中での交流事業を通して国際社会に対応できる人材を育成
していくことを目的に、甲佐町国際交流協会が平成27年度から台南市の土城高級中学校との相互交流
を実施しており、今年度は台湾から来町。本町の中高生などと交流しました。

台湾台南市の中・高校生が本町を訪問

　海外の人と交流できる機会はなかなかな
いと思い、参加しました。日本語が伝わら
ないので簡単な英語で話したり身振りや手
振りを使ったりしてコミュニケーションを
とりました。今回の経験で外国に興味がわ
きましたので、実際に海外へ行ってさまざ
まな文化に触れてみたいと思いました。

外 国 に 興 味 が
わ き ま し た

甲佐中学校３年
上妻 士郎 さん
（岩下一区）

　中学１年生のときに、この事業で台湾へ
行き、台湾の文化や交流を楽しみました。
今回は迎える側として日本の文化を知って
欲しいと思い、応募しました。前回はあま
り自分から話すことができませんでしたが、
今回は積極的に話しかけることができまし
た。機会があればまた台湾に行きたいです。

今回は台湾の皆さん
を迎える側として

熊本商業高校２年
眞下 一蓮 さん
（下横田区）

▲川平キャンプ場での染め物体験で交流を深める ▲甲佐神社で参拝の作法を学ぶ

▲宿泊施設でギター演奏を披露する台湾の生徒 ▲甲佐中学校を見学
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自然に触れて心を豊かに
１泊２日野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

ト ピ ッ ク ス

▼

自
分
た
ち
で
起
こ
し
た
火
で
炊
い
た
ご
飯
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
子
ど
も
た
ち

▲火おこしを行う子どもたち

▲木工教室で電動糸のこぎりに挑戦する子どもたち
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